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ション自体が ICT を用いて多く行われるようになっている現状では、ICT を活用できる
ことがコミュニケーション力の前提となると説明した。また、自ら考え創造するためには、
関連する情報を検索し、的確に収集・分析できる必要があり、これにも ICT が活用され
ると説明し、審査委員は納得した。
本論文の先で、義務教育を変革していくために何をすべきかについても議論された。論
文提出者は、著作権や教科書検定制度といった法改正の課題があること、デバイスとコン
テンツの間のインターフェースに標準化の課題があること、地方公共団体と民間企業が導
入に際して連携する仕組みが必要であることを指摘した。審査委員は、今後の研究に期待
すると意見を述べた。
その他、すべての質疑に論文提出者は的確に回答した。
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【審査結果】
以上に説明してきたように本論文は経済学研究科の博士学位審査基準に照らして妥当な
研究内容であると認められる。したがって、本審査委員会は全員一致を持って小河智佳子
氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するにふさわしいものと判断する。
